
【

総

務

部

 

】

大
橋
由
明

役 職 名 氏 名

総 務 部 長 大 橋 由 明

副 部 長 奥 山 達 夫

地 域 安 全 部 長 高 野 裕

副 部 長
寺 本 邦 男 

深 田 和 宥

防 火 防 災 部 長 峯 岸 壮 吉

副 部 長
風 間 秀 夫

後 藤 幹 雄

交 通 部 長 大 泉 宏 一

副 部 長
廣 畑 繁

小 杉 誠 一

福 利 厚 生 部 長 井 上 次 男

副 部 長
大 木 茂

大 橋 祥 子

青少年育成部長 沖 山 泰 則

副 部 長 並 木 行 雄

環 境 衛 生 部 長 大 井 政 弘

副 部 長 小 杉 誠 一

広 報 部 長 山 本 勝 信

副 部 長
奥 山 達 夫

五 月 女 稔

役 職 名 氏 名

会 館 管 理 部 長 櫻 井 清 泉

副 部 長 荒 井 金 次

慶 弔 部 長 沖 山 泰 則

副 部 長
五 月 女 稔

並 木 行 雄

部 員 全 役 員

役 職 名 氏 名

町 会 長 高 橋 邦 夫

副 会 長

沖 山 泰 則

五 月 女 稔

並 木 行 雄

会 計
荒 井 金 次

五 味 健

会 計 監 査
深 田 和 宥

廣 畑 繁

顧 問
熊 谷 恵 二

松 倉 喜 富

常 任 相 談 役
多 賀 和 弘

細 川 勝 也

相 談 役
北 沢 辰 男

多 賀 左 知 子

氏 子 総 代 高 橋 邦 夫

神 社 総 代 多 賀 和 弘

宮 総 代 細 川 勝 也

民  生  委  員 沖 山 泰 則

O  S  T  会 長 多 賀 和 弘

婦 人 会 会 長 大 橋 祥 子

子 供 会 会 長 風 見 裕 子

地 区 氏 名

第  一 地 区 部 長 大 木 茂

第  二 地 区 部 長 斉 藤 博 文

第  三 地 区 部 長 小 杉 誠 一

第  四 地 区 部 長 奥 田 清 和

第  五 地 区 部 長 安 藤 勝 康

第  六 地 区 部 長 大 橋 由 明

第  七 地 区 部 長 大 井 政 弘

第  八 地 区 部 長 沖 山 泰 則

第  九 地 区 部 長 細 川 勝 也

第  十 地 区 部 長 風 間 秀 夫

第十一地区部長 浅 賀 博

第十二地区部長 生 芝 規 雄

第十三地区部長 奥 山 達 夫

第十四地区部長 中 尾 正 人

第十五地区部長 青 木 弘

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

 

今
年
度
、
押
仲
し
ら
と
り
子
供
会
会
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

風
見
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
町
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

子
供
会
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
業
平
小
学
校
に
一
人
入
学
さ
れ
、

小
学
生
八
世
帯
、
中
学
生
一
世
帯
、
計

十
二
名
が
子
供
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
昨

今
、
少
子
化
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

当
子
供
会
も
だ
ん
だ
ん
と
人
数
が
減
っ
て

お
り
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
業
平
小
学
校
は
九
十
周
年

を
迎
え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会

も
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
の
で
、
小
学
生

の
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　

先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
少
人
数

の
た
め
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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入
梅
に
入
っ
て
、
紫
陽
花
が
梅
雨

空
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
こ
の
頃
で

す
が
、
町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
五
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
十
八
年
度
の
押
上
一
丁
目
仲
町

会
の
総
会
に
お
い
て
私
が
引
き
続
き

町
会
長
を
務
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
か
ら
事
業
部
長
、
地

区
部
長
な
ど
の
交
代
が
あ
り
、
新
し

い
町
会
の
発
展
の
為
に
尽
力
頂
く
事

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
十
八
年
度
ま
で
お
勤
め

頂
い
た
事
業
部
長
、
地
区
部
長
の
皆

さ
ん
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
本
年
も
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
町
会
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

町
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

引
き
続
き
町
会
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

押
上
一
丁
目
仲
町
会
広
報
部

 

編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
三
十
三
号

平
成
十
九
年
七
月
一
日

 

こ
の
た
び
町
会
定
時
総
会
に
お
い
て
総

務
部
長
の
要
職
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
大
橋

で
ご
ざ
い
ま
す
。
突
然
で
あ
ま
り
に
も
の

重
責
に
緊
張
を
覚
え
る
毎
日
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
前
任
は
、
防
火
防
災
部
長
と

し
て
、
部
員
の
方
々
や
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
職
務
全
う
出
来
ま
し
た
こ
と
に

大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
小
生

も
前
任
は
、
総
務
副
部
長
兼
務
と
名
前
ば

か
り
で
何
も
お
手
伝
い
出
来
ず
に
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
前
任
者
や
先
輩
た

ち
の
功
績
を
汚
さ
な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平

成

十

九

年

度

役

員

名

一

覧
【

婦

人

会

】

大
橋
祥
子

 

い
つ
も
廃
品
回
収
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
、春
に
行
っ

て
い
た
日
帰
り
旅
行
は
、
役
員
会
の
話
し

合
い
の
結
果
、
秋
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
そ
の
時
期
近
く
に

な
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
入
会
員
が
一
名
入
会
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
未
入
会
の
方
は
、
い

つ
で
も
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご  
挨  

拶
押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長　
　

高
橋
邦
夫

風
見
裕
子
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集

後

記
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昨
夜
は
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
近
く
の
徳
島
厚
生

年
金
会
館
に
一
泊
し
た
。
部
屋
の
環
境
そ

し
て
料
理
等
満
足
だ
っ
た
。
部
屋
か
ら
望

む
眉び
ぜ
ん山
秀
麗
な
山
容
を
み
せ
て
い
る
。　

万
葉
集
に
“
眉
の
ご
と　

雲
居
に
見
ゆ
る

　

阿
波
の
山
”
と
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

こ
の
名
が
あ
る
。
と
徳
島
は
何
て
言
っ

て
も
阿
波
踊
り
の
町
。
そ
し
て
お
弓
お
鶴

で
有
名
な
人
形
浄
瑠
璃
だ
が
、
時
代
の
流

れ
で
衰
退
の
一
途
の
由
。
昨
夜
歩
い
て
き

た
大
通
り
を
戻
り
徳
島
駅
へ
、
普
通
電
車

で
穴あ
な
ぶ
き吹
（
徳
島
本
線
）
へ
向
う
。
吉
野
川

に
添
っ
て
走
る
三
輌
連
結
の
気
動
車
、
穴

吹
着
。
即
タ
ク
シ
ー
で
脇
町
に
行
く
。
脇

町
に
残
っ
て
い
る
と
言
う
卯う
だ
つ建
を
見
る
の

が
目
的
。　

う
だ
つ
と
は
時
の
稲
田
氏
が

防
火
対
策
と
し
て
奨
励
し
た
も
の
で
（
当

時
の
家
は
土
蔵
作
り
で
隣
家
と
の
境
界
に

防
火
壁
“
う
だ
つ
”
が
あ
っ
た
。）
然
し

之
を
造
る
に
は
相
当
な
建
築
費
を
要
し
た

の
で
此
の
防
火
壁
を
造
れ
ぬ
事
を
う
だ
つ

が
上
ら
な
い
。
と
言
っ
た
の
で
今
で
も
こ

の
言
葉
が
残
っ
て
い
る
と
言
う
事
だ
。　

こ
の
卯
建
が
残
っ
て
い
る
脇
町
は
昭
和

六
十
三
年
に
全
国
二
十
八
ヶ
所
目
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
る
。
脇
町
郷
土
資
料
館
に
入
り
町
の
歴

史
を
知
る
。
前
に
来
た
事
の
あ
る
家
内
が

近
く
に
土ど
ち
ゅ
う柱
が
あ
る
と
言
う
の
で
見
物
に

行
く
。
吉
野
川
の
北
岸
に
山
肌
を
む
き
出

し
た
無
惨
な
形
相
の
山
が
あ
る
。
山
の
一

部
が
け
づ
り
取
ら
れ
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル

程
の
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
が
、
崖
底

か
ら
土
柱
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
頭
を
も
た

げ
て
い
る
。　

永
年
の
風
化
作
用
の
な
せ

る
業
か
？　

近
く
に
は
土
産
物
店
も
数
軒

あ
り
観
光
バ
ス
も
か
な
り
客
を
運
ん
で
く

る
と
言
う
話
だ
っ
た
。　

穴
吹
へ
戻
っ
て

も
ら
う
。
穴
吹
の
名
物
だ　

と
言
う
葡
萄

ま
ん
じ
ゅ
う
を
求
め
、
急
行
よ
し
の
川
に

乗
車
阿
波
池
田
（
徳
島
本
線
）
へ
向
う
。

車
中
ま
ん
じ
ゅ
う
を
喰
べ
て
み
る
。
あ
ん

こ
玉
の
小
さ
い
の
を
五
、六
個
串
に
刺
し

た
だ
ん
ご
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
ほ
の

か
な
香
り
が
あ
り
価
格
は
安
い
が
推
め
ら

れ
る
味
。
池
田
着
。
ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を

預
け
て
か
ら
普
通
電
車
で
大
歩
危
（
土
讃

線
）
へ
向
う
。
吉
野
川
の
上
流
で
渓
谷
に

な
っ
て
い
る
の
で
ト
ン
ネ
ル
も
多
く
、
窓

外
の
景
観
は
右
に
見
え
た
り
左
に
現
れ
た

り
、
川
は
上
流
に
行
く
に
従
が
っ
て
青
さ

を
増
し
、
谷
は
深
く
落
ち
込
み
奇
観
を
呈

す
る
。
と
言
っ
た
言
葉
通
り
、
鉄
路
か
ら

渓
谷
を
挟
ん
で
向
側
は
国
道
三
十
号
線
大

歩
危
着
、
下
車
。
駅
舎
の
屋
根
一
杯
に
大

歩
危
駅
と
大
書
し
て
あ
る
の
も
一
興
。
何

と
言
っ
て
も
初
め
て
の
土
地
故
、
駅
前
の

公
衆
電
話
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
。
有
難
い

事
に
直
ぐ
来
て
く
れ
た
。
土
産
物
店
兼
食

堂
と
い
っ
た
“
ま
ん
る
か
”
と
言
う
店

の
前
で
降
ろ
し
て
も
ら
う
。　

店
に
入
り

船
下
り
の
券
を
求
め
石
段
を
渓
谷
迄
下
り

る
。
第
三
大
歩
危
丸
と
記
る
し
た
舟
に
乗

る
。
渓
谷
の
岩
石
は
同
じ
方
向
に
斜
め
に

重
な
っ
て
い
る
。
渓
谷
も
上
か
ら
見
る
の

と
下
か
ら
見
る
の
と
で
は
大
違
い
だ
。
谷

底
の
岩
の
間
を
縫
い
乍
ら
崖
の
高
さ
を
仰

ぎ
新
緑
を
眺
め
る
。
流
れ
は
そ
れ
程
早
く

は
な
い
。　

川
面
を
す
べ
る
様
な
感
じ
、

浅
い
所
で
も
七
十
セ
ン
チ
位
。
深
い
所
は

二
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
舟
頭
さ
ん
の
説

明
。
小
歩
危
渓
谷
の
入
口
で
Ｕ
タ
ー
ン
、

約
三
十
分
程
の
舟
下
り
を
終
へ
る
。
下

舟
し
、
石
段
で
は
無
く
楽
な
道
と
書
い
て

あ
る
方
を
歩
き
ま
ん
る
か
の
店
内
へ
、
予

定
の
バ
ス
の
時
刻
ま
で
大
分
時
間
は
あ
る

の
で
腹
ご
し
ら
え
と
し
よ
う
。
お
銚
子
を

一
本
熱
燗
で
頼
み
鰻
重
を
注
文
す
る
。
真

下
に
流
れ
の
見
え
る
窓
の
外
に
は
、
渓
谷

を
跨
い
で
数
十
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で

い
た
。
見
事
な
眺
め
、
ゆ
っ
く
り
昼
食
を

摂
る
事
が
出
来
た
。
食
堂
か
ら
直
ぐ
の
所

に
四
国
交
通
の
路
線
バ
ス
の
停
留
所
、
少

し
風
が
冷
た
い
が
山
間
の
事
。
十
分
程

前
に
行
き
、
バ
ス
を
待
ち
乗
車
。
次
の
バ

ス
停
で
下
車
し
普
通
電
車
で
阿
波
池
田
へ

戻
る
。
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
荷
物
を
出
し
て
か

ら
駅
構
内
の
喫
茶
店
に
入
り
コ
ー
ヒ
ー
タ

イ
ム
。
之
か
ら
高
知
に
向
う
の
だ
。
南
風

七
号
に
乗
車
。
此
の
車
輌
は
一
輌
の
半
分

が
Ｇ
指
定
、
半
分
が
普
通
電
車
に
な
っ

て
い
た
。
一
路
高
知
に
向
う
（
徳
島
本

線
）。
一
時
間
余
り
あ
る
の
で
車
中
ビ
ー

ル
を
一
杯
、　

高
知
駅
着
。
椰
子
が
並
ぶ

駅
前
へ
出
て
タ
ク
シ
ー
を
、
先
ず
土
佐

神
社
へ
お
参
り
。
雄
略
天
皇
の
頃
の
創
建

と
言
わ
れ
る
土
佐
一
の
官
で
、
明
治
四
年

に
国
幣
中
社
と
さ
れ
た
格
式
あ
る
社
。
幣

殿
・
拝
殿
は
国
宝
。
左
右
に
翼
拝
殿
を
も

つ
“
入
と
ん
ぼ
”
と
言
う
珍
し
い
様
式
。

朱
塗
り
の
本
殿
鼓
楼
は
見
事
。
祭
神
は

味あ
じ
づ
き
た
か
ひ
こ
の
か
み

鉏
高
彦
根
神　

一ひ
と
こ
と
ぬ
し
の
か
み

言
主
神
。
お
参
り
を

済
ま
せ
高
知
城
へ
廻
っ
て
も
ら
う
。
関
ヶ

原
の
合
戦
で
功
を
た
て
た
山
内
一
豊
の
居

城
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
並
木
通
り
を
通
り
、

駅
之
戻
っ
て
も
ら
う
。
今
夜
は
伊
野
で

泊
る
の
で
普
通
電
車
に
乗
る
。
気
動
車
で

た
っ
た
一
輌
、
二
十
数
分
で
伊
野
着
下
車
。

仁に
よ
ど
が
わ

淀
川
川
岸
に
在
る
伊
野
簡
易
保
険
保
養

セ
ン
タ
ー
迄
タ
ク
シ
ー
。
此
の
セ
ン
タ
ー

は
総
べ
て
男
子
職
員
だ
が
応
待
等
仲
々
良

好
で
あ
る
。
部
屋
は
二
階
の
二
０
六
号
室
。

夕
食
は
部
屋
に
運
び
ま
す
、
と
之
は
有
難

い
。
兎
に
角
一
風
呂
。
此
の
辺
り
は
蘇そ
づ
る鶴

温
泉
街
だ
。
部
屋
で
の
食
事
は
何
か
落
付

く
も
の
で
一
杯
も
又
格
別
の
味
。
翌
朝
、

窓
外
に
見
る
朝
日
が
何
と
も
奇
麗
。
見

【
大お

お

ぼ

け

歩
危(

四
国)

か
ら
】

石
田
輝
雄

　

先
日
、「
無
料
で
壊
れ
た
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
回
収
し
ま
す
！
」
と

い
う
廃
品
回
収
の
車
が
来
た
の
で
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
と
テ
ー
プ
が
回
ら
な
い
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
出

し
た
ら
、「
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
無
料
だ
け
ど
、
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
は
処
分
費
用
が
５
０
０
円
必
要
で

す
。」
と
い
う
。
費
用
を
払
っ
て
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
た
。
壊
れ
た
電
化
製
品
を
ど
う
す
る
の
か

尋
ね
る
と
、
中
古
家
電
と
し
て
輸
出
す
る
と
い

う
。
今
は
世
界
中
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
時
代
だ
か

ら
、
テ
ー
プ
を
使
う
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
時
代
遅

れ
で
売
れ
な
い
の
で
、
処
分
費
用
を
請
求
し
て

い
る
と
い
う
。
今
も
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
使
用
し

て
い
る
私
の
家
は
、
世
界
中
か
ら
支
援
を
受
け

て
い
る
貧
し
い
国
よ
り
遅
れ
た
文
明
の
中
で
生

活
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。
大
シ
ョ
ッ
ク

で
、
し
ば
ら
く
立
ち
直
れ
な
い
で
い
る
。

ど
こ
か
変
?

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

 

Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
今
年

は
雨
の
少
な
い
梅
雨
が
過
ぎ
て
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
五
月
二
十
日
に
無
事

総
会
も
終
っ
て
、
誕
生
会
も
そ
の
後
続
け

て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
月
十
二
日

に
墨
老
連
演
芸
大
会
に
出
演
す
る
為
コ
ー

ラ
ス
の
練
習
を
毎
週
や
っ
て
、
当
日
何
と

か
揃
っ
て
上
手
に
歌
え
た
と
応
援
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
方
達
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
六
月
二
十
八
日
に
墨
田
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
日
帰
り
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
の
旅
」
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

お
風
呂
や
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
時
間

が
足
り
な
い
の
で
入
ら
な
い
人
が
多
か
っ

た
で
す
が
、
プ
ー
ル
へ
入
っ
た
方
々
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
せ
ば
仁に
よ
ど
が
わ

淀
川
に
架
る
仁
淀
橋
。
堤
に
は

満
開
の
桜
並
木
。
華
や
か
な
一
幅
の
絵
の

様
。
此
処
伊
野
は
土
佐
紙
発
祥
の
地
の
由
。

宿
の
売
店
に
も
和
紙
製
品
が
数
多
く
並
べ

ら
れ
て
あ
っ
た
。
伊
野
駅
迄
タ
ク
シ
ー
で
、

普
通
電
車
で
高
知
駅
へ
。
駅
前
の
特
急
バ

ス
発
着
所
へ
、
南
風
一
０
六
号
に
乗
車
。

之
か
ら
四
国
を
従
断
（
伊
野
・
越
知
・
吾

川
・
美
川
・
久
方
を
通
る
）
し
て
松
山
駅

前
迄
、
一
一
八
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
発

車
し
て
直
ぐ
は
り
ま
や
橋
を
通
過
、
国
道

三
十
三
号
線
を
行
く
。　

山
間
部
に
入
り

平
家
の
里
、
越
智
を
過
ぎ
る
と
渓
谷
が
続

く
。　

約
二
時
間
走
っ
た
所
、
久
萬
で
八

分
間
の
休
憩
。
高
知
駅
前
を
出
発
し
て
三

時
間
、
松
山
駅
前
へ
到
着
し
た
。
松
山
生

れ
の
正
岡
子
規
が
詠
ん
だ
“
松
山
や　

秋

よ
り
高
き　

天
守
閣
”
の
松
山
城
を
見
物
。

名
殺
石
手
寺
を
お
参
り
し
て
か
ら
、
松
山

駅
か
ら
急
行
し
お
か
ぜ
十
四
号
で
今
治
駅

着
下
車
。
今
治
城
を
見
物
し
て
か
ら
い
し

づ
ち
十
二
号
に
乗
車
、
丸
亀
に
向
っ
た

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

体
に
気
を
付
け
て
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
今
月
も
誕
生
会
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
都
合
の
良
い
方
は
ぜ
ひ
お
友
達
と
誘
い

合
っ
て
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


